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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 12,179 4.1 784 5.7 782 △8.3 546 △14.1

30年3月期第2四半期 11,701 5.9 742 △7.2 853 67.6 635 111.2

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　599百万円 （△62.4％） 30年3月期第2四半期　　1,594百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 34.35 34.12

30年3月期第2四半期 40.01 39.77

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第2四半期 30,933 24,576 79.1 1,537.91

30年3月期 30,890 24,157 77.8 1,511.85

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 24,457百万円 30年3月期 24,035百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 8.00 ― 12.00 20.00

31年3月期 ― 8.00

31年3月期（予想） ― 13.00 21.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）30年3月期期末配当金の内訳　創立95周年記念配当　2円00銭

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,725 7.1 1,737 16.0 1,630 4.2 1,109 26.4 69.77

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 16,114,089 株 30年3月期 16,114,089 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 210,949 株 30年3月期 215,792 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 15,901,067 株 30年3月期2Q 15,892,149 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく変動する可能性があることをお含みおき下さい。業績予想に関連する事項については、添付資料P.3「連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)における世界経済は、先進国

を中心に緩やかな回復基調で推移しましたが、米国の通商政策による貿易摩擦など、景気の下振れリスク

も依然として残る状況にあります。国内経済については、自然災害による影響が懸念されるものの、堅調

な企業収益を背景に雇用・所得環境の改善が続くなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。 

このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、12,179百万円と前年同

期比478百万円(4.1%)の増収となりました。売上高に含まれる海外売上高は、5,500百万円(対売上高45.2%)

と前年同期比572百万円(11.6%)の増収となりました。 

利益面では、販売費及び一般管理費が前年同期比334百万円(5.6%)増加したものの、増収により営業利益

は784百万円と前年同期比42百万円(5.7%)の増益となりました。しかし、為替の影響などにより営業外損益

が悪化したため、経常利益は782百万円と前年同期比71百万円(8.3%)の減益となりました。税金費用を差

し引いた親会社株主に帰属する四半期純利益は、546百万円と前年同期比89百万円(14.1%)の減益となりま

した。 

 

(デンタル関連事業) 

国内では、前連結会計年度に市場投入した歯科充填用コンポジットレジン「ビューティフィル フロー 

プラス X」や、CAD/CAM関連の新製品などが売上げに寄与しましたが、市場競争の激化により、売上高は前

年同期比減収となりました。海外では、北米・中南米や中国を中心に好調に推移し、さらに為替の影響も

あり前年同期比増収となりました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、10,929百万円と前年同期比487百万円(4.7%)の増

収となり、販売費及び一般管理費が増加したものの、営業利益は802百万円と前年同期比85百万円(11.9%)の

増益となりました。 

 

(ネイル関連事業) 

国内では、主力ブランドである「L・E・D GEL Presto」や一般消費者向けブランド「by Nail Labo」、

前期に市場投入した新ブランド「ageha」と、ジェルネイル製品が売上げを牽引し、前年同期比増収となり

ました。海外では、米国において堅調に推移したものの、台湾において競合他社の攻勢が激しさを増して

おり、前年同期比減収となりました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、1,198百万円と前年同期比12百万円(1.0%)の減収

となり、利益面は販促活動に伴う費用負担が増したことにより、営業損失29百万円と前年同期比43百万円

の減益となりました。 

 

(その他の事業) 

 当社グループの株式会社松風プロダクツ京都において、歯科用研磨材の生産技術を応用し、工業用研磨

材を製造販売しております。当第２四半期連結累計期間の売上高は、51百万円と前年同期比2百万円(4.9%)の

増収となり、営業利益は9百万円とほぼ前年同期並みとなりました。 

 

 

(2) 財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ42百万円増加し、30,933百万円とな

りました。商品及び製品の増加が主な要因であります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ376百万円減少し、6,357百万円となりました。長期借入金の減少が主

な要因であります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ419百万円増加し、24,576百万円となりました。利益剰余金の増加が

主な要因であります。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.3ポイント上昇し、79.1%となりました。 
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(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

   平成31年３月期の業績予想につきましては、平成30年５月10日に公表いたしました業績予想を変更して

おりません。  
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見

積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。 

 

（追加情報） 

   （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１

四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、

繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。 

 

（セグメント情報等） 

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日) 

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                          (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 

（注）1 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）2 

デンタル 

関連事業 

ネイル 

関連事業 

その他の 

事業 
計 

 売  上  高       

 (1) 外部顧客への売上高 10,441 1,210 49 11,701 ― 11,701 

 (2) セグメント間の   
内部売上高又は振替高

 0 0 3 4 △4 ― 

計 10,442 1,210 52 11,705 △4 11,701 

セグメント利益 717 13 8 739 3 742 

（注）１ セグメント間取引消去によるものであります。 

 ２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日) 

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                                                                 (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 

（注）1 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）2 

デンタル 

関連事業 

ネイル 

関連事業 

その他の 

事業 
計 

 売  上  高       

 (1) 外部顧客への売上高 10,929 1,198 51 12,179 ― 12,179 

 (2) セグメント間の   
内部売上高又は振替高

 ― 0 4 4 △4 ― 

計 10,929 1,198 55 12,183 △4 12,179 

セグメント利益又は損失(△) 802 △29 9 781 3 784 

（注）１ セグメント間取引消去によるものであります。 

 ２ セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 




